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　2020 年は新型コロナウイルス感染症（COVID⊖19）
に世界中が翻弄された年でした。この編集後記を書い
ている今も，感染拡大のペースは一向に収まらず，新
型コロナウイルス感染の＂第 3 波＂が到来したといわ
れています。
　各新聞紙ではほぼ毎日，この話題に誌面が割かれて
います。ある新聞では「隠れた＂第 3 波＂」についての
懸念が述べられていました。これは日本の第 3 波では
なく，感染の＂第 2 波＂に襲われている欧米で，コロ
ナ禍に伴う検診中断や診断の遅れが，がん死を増加さ
せることに対する警鐘のことです。「Lancet Oncology」
に報告された論文（Maringe C et al：The impact of 
the COVID⊖19 pandemic on cancer deaths due to 
delays in diagnosis in England, UK；a national, popu-
lation⊖based, modelling study. Lancet Oncol 21：
1023⊖1034, 2020）で，乳がん，結腸・直腸がん，食道
がん，肺がんの患者データを調査し，パンデミック前
の数値と比較して，診断後 5 年目までのがん死亡率が
今後各疾患で約 5～15% 増加することが予想されてい
ます。日本国内でもがん検診の受診率が 1 割近くまで
低下しているとされ，早期がんの発見率が大きく減少
することが危惧されています。
　整形外科領域においてはどうでしょうか。日本外科
学会コロナウイルス対策委員会から出された＂外科手

術トリアージ＂に則り，不要不急の手術ということで
多くの整形外科手術は延期されたのではないでしょう
か。膝前十字靱帯損傷といったスポーツ外傷は，自粛
期間中は大きく減少し，また再建術後の再受傷もほと
んどありませんでした。外傷が減ったことは良いこと
かもしれませんが，がん検診同様，必要な外来診療や
検診にまで影響が及ぶのは大きな問題です。先日，新
型コロナウイルス感染予防のため乳児股関節検診が受
けられず，観血的整復術に至った症例を経験しまし
た。PubMed で COVID⊖19 と developmental dysplasia 
of the hip（DDH）を検索すると，「COVID⊖19 の間接
的な影響による DDH 診断の遅れ」に関する論文が
ヒットしました（Buonsenso D et al：Indirect effects 
of COVID⊖19 on child health care；delayed diagnosis 
of developmental dysplasia of the hip. J Ultrasound 
23：443⊖444, 2020）。今回のコロナ禍で適切な初期治
療を受けられなかった乳児が，われわれが経験した症
例の他にも全国には沢山いるのかもしれません。
　2020 年はわれわれ人類にとって大きな試練の年
だったと思います。Personal View を執筆された斎藤　
充先生のお言葉をお借りして，2021 年は＂苦行を修行
と思えば，道，自ずから開ける＂，素晴らしい年になる
ことを祈念します。
 （石橋恭之）
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